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　目的　平織毛織物において、織糸の色と浮きの長さの差異が、二次元反射光分布曲

線の反射パターンを変えることは、前報において述べた。そこで、たて糸とよこ糸の
色を違えた、組織の異なる縦物の偏光による二次元反射光分布曲線から、その反射パ

ターンの変化を比較検討し、毛織物における、たて糸とよこ糸の寄与を解明すること
を目的とした。

　方法　先染めした椀毛糸６０番手双糸の織糸を一定の糸密度で織った、平織、1/3

斜文織、2/2斜文織、2/2斜子織の織物を試料とした。織糸の色は、無彩色の白、黒、
有彩色の黄系、青系、赤系、緑系の計６色とし、白と他の色糸とを、たて糸よこ糸に

組み合わせた織物を試験布とした。ゴニオフォトメータによって、垂直偏光と平行偏

光で反射特性を求め、たて糸よこ糸共に白の試験布との対応から、たて糸とよこ糸の
寄与を検討した。

　結果　1.光の入射方向に対する色糸の方向を一定としても、その浮きの長さの違
いによって、その反射パター－ンが変化することが示された。　2.組織上の面積比が

同じでも、各色糸の浮きが隣の同じ色糸の浮きと全く重なっているか、ずれているか
によって、反射パターンが変化することが示された。3.たて糸とよこ糸の色の明度

差が大きい程、反射パターンの変化に対する織糸の寄与が大きい。
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【目的】パンティストッキング（以下P Sとする）着用時の不快な物理的刺激感の要因を

解明するために，その基礎的要因であるP Sの伸長に伴う編目の形状変化を，円筒モデル

実験と人体着用実験から明らかにする.

【方法】試料は，交編サポート２種,－ソッキサポート；シアー・ウーリー. コンジュゲー

トタイプ各１種のP S 計6 種を用いた．円筒モデル実験の供用試料は，人体脚部を想定し

た建築用円筒にP Sを装着し，ヴX. ール方向へ５段階，コース方向へ３段階，計1 5段階

に伸長させて作製した．人体着用実験の供用試料は，普通体型の被験者がP Sを着用し，

立位・階段歩行・椅座位について脚部1 6ヵ所から採取して作製した．そして，供用試料

の編目拡大図の写真撮影を，実体顕微鏡とビデオプリンターを用いて行った．編目形状は，

ループの寸法と，編目交差部分の角度で表した．ループの寸法は，編目の交差点を境にヴェ

ール部分（≫.L. ）,コース上部（c. n. L.),下部（C. L. L. )の計３つに分類して測定し，角度は，

if.L.とC. U.L.間を求めた．寸法測定は，写真上でプラニメーターを用いて行った.

　【結果】円筒モデル実験：ソッキサポートタイプは，各々のループがP Sの伸長方向へ伸

長増加と共に寸法増加し，角度は伸長の程度によらず約80°で一定だった．シアータイプ

は, C. U.L. ,C. L. L.の寸法変化が不規則で，角度はヴェール方向の伸長に伴い，40°付近か

ら75°～80°付近まで変化した．人体着用実験：ソッキサポートタイプは，ループの寸法が，

動作時の皮膚の伸びが大きい膝部前面付近でも，皮膚の伸びと共に変化していたが，シア

ータイプは，皮膚-の伸びとは大きくずれていた．
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